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変貌する社会と林業




















































































項 目 全国 新潟県 順位
林業産出額(千万円) 45,025 3,285
木 材 23,325 218
薪 炭 755 7
栽培きのこ類 20,665 3,059
林野副産物採取 279 0
#RJ=E&(J=) 1.018.744 31.206 10




























1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005(年度)
軸 15-24歳 rTm 25-34歳 T… 35-44歳 ■況5三的三七一45-54歳
I=‥165歳以上 † 65歳以上雫(林業) ÷ 24歳以下率(林業)
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バイオマス種 発生率 利用可能量 エタノール生産










































































































































































































化粧品用 二ンギョウタケ E メラニン色素抑制 クリフオリンなど マツ 菌根生菌
シロキクラゲ C メラニン色素抑制 クリフオリンなど 腐生菌
農業資材 フクロタケなど B～C 畑地 腐生菌
装飾用 マンネンタケ C 長期保存用 広葉樹の枯れ幹 腐生菌









イルー ジンS 有毒 腐生菌
環境対策 キツネタケ D～E 重金属吸収 菌根～腐生?
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4.森林のもつ多面的機能を活かして
日本の森は木材に対する期待感が薄れ､長い
低迷時代の悪循環が続いてきた｡山村の過疎化
や高齢化､木材価格の低迷などにより林家や森
林技術員の人数は減少傾向にある｡ こうしたな
かで2006年､ようやく世界の木材市場で価格が
上昇に転じた｡中国の建設ラッシュ､インドや
中東などアジアの経済発展によるものである｡
2007年には日本の木材にもチャンスが到来し､
製材工場での生産が追いつかない状況になった｡
こうした動きに呼応したものであるのか､新潟
県の2006年度の間伐面積はそれまで3年間減少
傾向にあったものが急激な上昇に転じ､間伐材
の利用量推移も2006年度は2005年の約2倍にも
増加した｡しかし､2008年のアメリカでの住宅
問題に端を発した世界経済の低迷で社会状況は
また､一変してしまった｡世界同時に､これま
で以上に大きな変化が訪れるようになり､こう
した社会の変化を予期した対策の検討も求めら
れている｡
新潟県の造林面積は1965年には4719haであ
ったが1998年には511haにまで減少し､2005､
2006年には200haにまで減ってしまった｡県産
材や間伐材の利用量増加が具体的に表れるよう
にはなったが､造林面積の増加を示すまでには
至っていない｡しかしながら図1に示したよう
に森林は経済資源としての物質生産活動だけで
なく､保全活動として地球環境保全､土砂災害
防止の土壌保全､水源酒養､快適環境形成など､
また､文化 ･保健 ･レクリエーションなどの場
として､今日､あらたな見直しが進んでいる｡
戸別管理の森林は個人だけでは管理できなくな
り､山全体での保全活動をどのように取り組ん
でいくか､長期計画が必要である｡また､身近
な森林に対して多くの人が関心を持ち､積極的
に参加しなければ､森林の多面的機能の発揮に
まで至らないであろう｡ まずは森林の持つ多面
的機能や森林資源の循環利用について自ら考え
る機会を求め､積極的に森林や木材に触れ､森
林ボランティアの活動支援や直接参加をして､
身近な里山林を活用 ･発展させていく必要があ
る｡
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